
二
五

徳
川
治
宝
書
状
小
笠
原
若
狭
守
宛
に
つ
い
て

寺
　
西
　
貞
　
弘

は
じ
め
に

　

こ
こ
に
紹
介
す
る
資
料
は
、
正
当
な
所
有
者
で
あ
る
個
人
所
蔵
の
江
戸
後
期
に
発

給
さ
れ
た
書
状
で
あ
る
。
発
給
者
は
「
治
宝
」
の
署
名
と
花
押
が
あ
る
。
こ
の
花
押

と
署
名
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
紀
州
徳
川
家
十
代
当
主
徳
川
治

宝
の
花
押
に
一
致
し
て
い
る①
。
し
た
が
っ
て
、
本
書
状
の
発
給
者
は
、
紀
州
徳
川
家

第
十
代
当
主
徳
川
治
宝
で
あ
る
と
特
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
受
給
者
は
小
笠
原
壱

岐
守
と
あ
る
が
、
こ
の
人
物
の
特
定
に
つ
い
て
は
、
こ
の
書
状
の
発
給
時
期
の
特
定

を
行
う
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
後
に
詳
し
く
述
べ
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

小
稿
で
は
、
ま
ず
こ
の
資
料
の
現
状
を
紹
介
し
、
翻
刻
を
行
い
た
い
。
そ
の
う
え

で
、
本
書
状
の
有
す
る
意
味
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
行
い
た
い
。

一
　
本
資
料
の
現
状
観
察
と
翻
刻

　

本
資
料
は
文
人
表
装
で
、
本
紙
の
法
量
は
縦
四
〇
．九
㎝
、
横
五
四
．〇
㎝
で
、
外

装
は
縦
一
〇
八
．〇
㎝
、
横
六
四
．六
㎝
で
あ
る
。
本
紙
は
上
下
二
段
で
あ
る
が
、
詳

細
に
観
察
す
る
と
、
上
段
と
下
段
は
、
紙
継
ぎ
目
〇
．三
㎝
を
取
っ
て
、
本
来
一
紙
で

あ
っ
た
も
の
を
上
下
二
段
に
仕
立
て
た
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
本
紙
の

中
央
に
縦
に
残
る
織
癖
を
見
る
と
、
上
段
が
山
折
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
に
対
し
、

下
段
は
谷
折
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
本
資
料
の
本
来
の
形
状
は
一
紙
折
り
紙
で
あ
っ
た
と
判
断
す
る

こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
一
紙
折
紙
の
後
段
（
下
段
）
を
切
断
し
、
上
下

を
逆
転
さ
せ
て
、
前
段
（
上
段
）
に
貼
り
合
わ
せ
て
仕
立
て
た
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ

る
。
ま
た
、
中
央
の
折
癖
が
、
上
段
（
山
折
）・
下
段
（
谷
折
）
そ
れ
ぞ
れ
の
料
紙
の

ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
上
段
料
紙
と
下
段
料
紙
に
破
が
あ
っ
た
と

し
て
も
、
そ
れ
は
上
段
・
下
段
と
も
左
右
に
お
い
て
同
量
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
よ
う
に
考
え
た
う
え
で
、
上
段
末
行
左
側
の
空
の
部
分
と
下
段
首
行
右
側
の

空
の
部
分
が
、
ほ
と
ん
ど
な
い
状
態
で
、
見
た
目
に
等
し
く
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、

本
来
一
紙
で
あ
っ
た
原
状
本
紙
の
横
幅
は
、
現
状
の
五
四
．〇
㎝
で
あ
っ
た
と
考
え
て

よ
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
上
段
料
紙
の
縦
は
現
状
で
二
〇
．六
㎝
で
あ
る
。
下
段
料
紙
の

縦
は
、
紙
継
ぎ
目
〇
．三
㎝
を
勘
案
す
る
と
、
や
は
り
上
段
と
同
じ
二
〇
．六
㎝
を
得

る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
原
状
を
上
下
二
段
に
切
断
し
た
際
、
上
下
段
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と
も
そ
れ
ぞ
れ
の
上
下
で
破
に
し
た
部
分
は
な
か
っ
た
も
の
と
判
断
し
て
よ
い
だ
ろ

う
。
以
上
の
推
定
が
正
し
い
な
ら
ば
、
本
書
状
の
原
状
は
縦
四
一
．二
㎝
、
横
五
四
．

〇
㎝
の
一
紙
を
上
下
に
折
返
し
、
折
紙
と
し
て
し
た
た
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
思

わ
れ
る
。

　

次
に
本
書
状
の
翻
刻
を
行
い
た
い
。
な
お
、
そ
の
際
に
は
旧
字
を
新
字
に
改
め
る

と
と
も
に
、
読
点
は
筆
者
が
付
け
加
え
た
。
ま
た
、
行
替
え
に
つ
い
て
は
、
現
状
に

従
っ
た
。
さ
ら
に
、
上
段
末
行
を
示
す
た
め
に
そ
の
位
置
を
「 

」 

」
で
示
し
た
。

　
　
【
翻
刻
】

　
　

一
筆
令
啓
候
、

　
　

公
方
様
益
御
機
嫌
能

　
　

被
成
御
座
、
目
出
度
奉
存
候
、

　
　

就
者
、
此
度
為

　
　

上
使
、
以
鳥
居
丹
波
守
方
、

　
　

我
等
儀
相
続
初
而
国
許
江

　
　

被
下
御
暇
、
色
々
御
懇
之
段
、

　
　

誠
以
忝
仕
合
奉
存
候
、
今
日

　
　

令
入
国
候
、
右
為
御
礼
、
御
老
中
迄
、」

　
　

以
加
納
大
隅
守
申
達
候
付
、

　
　

如
此
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　
　
　
　

紀
伊
宰
相

　
　
　
　
　

十
月
朔
日　
　
　

治
宝
（
花
押
）

　
　
　

小
笠
原
若
狭
守
殿

		


　
　

御
宿
所

　

な
お
、
発
給
者
の
徳
川
治
宝
は
、
紀
州
藩
八
代
当
主
重
倫
の
次
男
と
し
て
、
明
和

八
年
（
一
七
七
一
）
に
生
ま
れ
た
が
、
長
男
弥
之
助
が
早
世
し
た
た
め
世
子
と
な
っ

た②
。
し
か
し
、
重
倫
が
和
歌
山
城
中
で
家
臣
を
惨
殺
す
る
と
い
う
暴
挙
に
出
た
た
め
、

幕
府
よ
り
隠
居
を
迫
ら
れ
て
出
家
し
た
。
こ
の
た
め
、
九
代
藩
主
は
紀
州
藩
支
藩
の

伊
予
西
条
藩
か
ら
五
代
藩
主
頼
淳
を
紀
州
藩
九
代
藩
主
治
貞
と
し
て
迎
え
た
。
治
貞

は
儒
教
を
重
ん
じ
、
善
政
を
施
し
、
先
代
藩
主
の
実
子
岩
千
代
を
養
子
と
定
め
、
十

代
将
軍
治
定
の
諱
一
字
を
賜
っ
て
治
宝
と
名
乗
ら
せ
た
。

写真 1 　徳川治宝書状小笠原若狭守宛
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寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
十
二
月
、
義
父
治
貞
の
薨
去
に
伴
い
、
養
子
治
宝
は
十

代
藩
主
を
襲
職
し
た
。
治
宝
は
、
幼
時
か
ら
八
代
藩
主
の
世
子
と
し
て
扱
わ
れ
、
九

代
藩
主
の
も
と
で
は
そ
の
政
治
を
つ
ぶ
さ
に
見
て
い
た
た
め
、
藩
主
と
し
て
の
教
養

を
十
分
に
身
に
着
け
て
藩
主
と
な
っ
た
人
物
で
あ
っ
た
。
特
に
文
化
に
造
詣
が
深
く
、

自
ら
古
典
の
復
興
を
行
う
と
と
も
に
、
作
陶
や
茶
道
を
率
先
し
て
行
っ
た
。
そ
の
た

め
、「
数
寄
の
殿
様
」
と
綽
名
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
身
分
秩
序
の
崩
壊
す
る
江
戸
後
期
に
あ
っ
て
、
そ
の
現
実
を
看
破
し
、
在

村
医
華
岡
青
洲③
・
町
人
国
学
者
本
居
宣
長④
ら
を
紀
州
藩
士
に
召
し
抱
え
、
実
質
的
な

学
問
の
振
興
に
尽
力
し
た
。
そ
の
薨
去
は
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
で
、
極
位
・
極

官
は
従
一
位
・
大
納
言
だ
っ
た
。

二
　
本
書
状
の
大
意
と
発
給
年
の
特
定

　

翻
刻
に
従
っ
て
、
本
書
状
を
念
の
た
め
読
み
下
す
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

【
読
み
下
し
】

　
　

一
筆
啓
せ
し
め
候
、

　
　

公
方
様
ま
す
ま
す
御
機
嫌
能
し
く

　
　

御
座
成
さ
れ
、
目
出
度
く
存
じ
奉
り
候
、

　
　

就
て
は
、
此
の
度

　
　

上
使
と
し
て
、
鳥
居
丹
波
守
方
を
以
て
、

　
　

我
等
儀
相
続
初
め
て
国
許
へ

　
　

御
暇
下
さ
れ
、
色
々
御
懇
ろ
の
段
、

　
　

誠
に
以
て
忝
く
仕
合
わ
せ
に
存
じ
候
、
今
日

　
　

入
国
せ
し
め
候
、
右
御
礼
と
し
て
御
老
中
迄
、

　
　

加
納
大
隅
守
を
以
て
申
達
候
に
付
き
、

　
　

此
の
如
く
候
、
恐
々
謹
言

　
　
　
　
　

紀
伊
宰
相
治
宝
（
花
押
）

　
　
　
　

十
月
朔
日

　
　
　

小
笠
原
若
狭
守
殿　

御
宿
所

　

こ
れ
に
よ
っ
て
本
書
状
の
大
意
を
示
す
と
、
紀
州
藩
主
徳
川
治
宝
が
、
上
使
鳥
居

丹
波
守
を
以
て
、
相
続
後
初
め
て
賜
暇
を
賜
り
、
初
国
入
り
出
来
た
こ
と
を
、
そ
の

家
来
加
納
大
隅
守
を
使
い
と
し
て
、
老
中
鳥
居
丹
波
守
に
申
達
し
た
こ
と
を
、
小
笠

原
若
狭
守
に
報
じ
た
書
状
で
、
日
付
は
十
月
一
日
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
本
書

状
は
紀
州
徳
川
家
十
代
藩
主
治
宝
の
初
国
入
り
を
終
え
た
直
後
に
、
発
給
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
治
宝
の
初
国
入
り
に
つ
い
て
は
、『
南
紀
徳
川
史
』
瞬
恭

公
伝
寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　

九
月
始
就
藩

　
　

九
月
三
日
、
御
家
督
後
初
テ
御
国
許
へ
之
御
暇
被
仰
出
、

　
　

�

公
方
様
ヨ
リ
上
使
鳥
居
丹
波
守
、
御
台
様
・
蓮
光
院
様
ヨ
リ
御
用
人
ヲ
以
テ
被

進
物
ア
リ

　
　
　

為
御
礼
即
日
登
城
、
御
饗
応
拝
領
物
被
遊
、

　
　

�

同
月
十
六
日
御
発
駕
六
ツ
時
御
供
揃
東
海
道
美
濃
路
通
、
十
六
日
振
ニ
テ
御
越

被
遊
、

　
　

同
十
八
日
宿
次
奉
書
出
ル
、

　
　

伏
見
御
乗
船
無
之
、
十
月
朔
日
御
着
城

　

九
代
藩
主
で
義
父
の
治
貞
の
薨
去
に
伴
い
、
治
宝
は
寛
政
二
年
に
第
十
代
紀
州
藩
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主
を
襲
職
し
た
。
そ
し
て
、
九
月
三
日
に
将
軍
か
ら
初
国
入
り
の
た
め
の
賜
暇
が
仰

せ
出
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
治
宝
は
九
月
十
六
日
に
日
の
出
と
と
も
に
（
六
ツ

時
）
江
戸
を
発
駕
し
、
東
海
道
・
美
濃
路
を
経
由
し
て
、
十
六
日
を
要
し
て
和
歌
山

城
に
十
月
一
日
に
着
城
し
て
い
る
。
賜
暇
の
仰
せ
出
で
に
つ
い
て
は
、『
徳
川
実
記
』

の
記
述
と
も
一
致
し
て
い
る⑤
。

　

本
書
状
の
発
給
日
が
「
十
月
朔
日
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
治
宝
が
和
歌
山

城
に
着
城
し
た
当
日
に
発
給
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
た
が
っ
て
、

本
書
状
の
発
給
は
、
寛
政
二
年
十
月
一
日
で
あ
る
と
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

な
お
、
治
宝
の
肩
書
が
「
紀
伊
宰
相
」
と
な
っ
て
い
る
。「
宰
相
」
は
藩
主
世
子
を

意
味
す
る
が
、
こ
の
時
点
で
治
宝
は
す
で
に
襲
封
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
肩
書
に
は

違
和
感
を
感
じ
る
。
た
だ
、
初
国
入
り
し
て
、
国
元
に
藩
主
と
し
て
の
披
露
目
を
行

っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
肩
書
を
記
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
本
書
状
は
初
国
入
り
を
果
た
し
た
が
、
国
元
へ
の
披
露
目

を
行
う
前
に
し
た
た
め
た
こ
と
を
受
給
者
に
訴
え
る
意
図
が
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と

が
出
来
る
だ
ろ
う
。

　

と
も
あ
れ
、
発
給
年
を
こ
の
よ
う
に
確
定
す
る
と
、
本
書
状
に
記
さ
れ
て
い
る
「
公

方
様
」
は
十
一
代
将
軍
徳
川
家
斉
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
家
斉
（
安
永
二
年
、
一

七
七
三
～
天
保
十
二
年
、
一
八
四
一
）
は
、
天
明
七
年
（
一
七
八
七
）
に
第
十
一
代

将
軍
を
襲
職
し
、
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
に
将
軍
職
を
実
子
家
慶
に
譲
っ
た
が
、

そ
の
後
も
大
御
所
と
し
て
薨
去
す
る
ま
で
幕
府
の
実
権
を
握
り
続
け
た
。

　

た
だ
、
家
斉
は
生
得
的
に
家
治
の
後
継
者
で
は
な
か
っ
た
。
家
斉
は
、
八
代
将
軍

吉
宗
の
孫
で
、
御
三
卿
一
橋
治
斉
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
て
お
り
、
家
治
に
は
長
男

家
基
が
世
子
と
し
て
立
て
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
家
基
が
安
永
八
年
に
早
世
し
た

た
め
、
天
明
元
年
閏
五
月
に
世
子
と
し
て
江
戸
城
西
の
丸
に
迎
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
家
斉
の
将
軍
襲
職
は
、
将
軍
世
子
家
基
の
死
に
よ
る
偶
然
の
産
物
だ
っ

た
の
で
あ
る
。

　

将
軍
の
上
使
と
し
て
、
治
宝
に
賜
暇
を
告
げ
に
来
た
鳥
居
丹
波
守
は
、『
寛
政
重
修

諸
家
譜
』
に
よ
る
と
、
老
中
鳥
居
忠
意
で
あ
る⑥
。
鳥
居
忠
意
は
、
安
永
五
年
（
一
七

七
六
）
に
丹
波
守
に
任
ぜ
ら
れ
、
天
明
元
年
若
年
寄
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
同
年

「
九
月
十
八
日
西
城
の
老
職
に
す
す
み
」
と
あ
る
。「
西
城
」
は
江
戸
城
西
の
丸
の
こ

と
で
あ
る
。
江
戸
城
西
の
丸
は
将
軍
世
子
の
御
座
所
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
時
点
で
の

家
治
世
子
は
同
年
閏
五
月
に
世
子
に
立
て
ら
れ
、
西
の
丸
に
迎
え
ら
れ
た
家
斉
で
あ

っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
十
代
将
軍
徳
川
家
治
の
時
代
の
家
斉
龍
泉
時
代
か
ら
、
鳥

居
忠
意
は
世
子
家
斉
付
き
の
老
中
で
あ
り
、
家
斉
に
重
用
さ
れ
た
側
近
で
あ
っ
た
こ

と
が
わ
か
る
。

　

次
に
、
本
書
状
の
受
給
者
で
あ
る
小
笠
原
壱
岐
守
は
、『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
に
よ

る
と
、
小
笠
原
信
喜
で
あ
る
と
思
わ
れ
る⑦
。
彼
は
、
享
保
十
九
年
（
一
七
三
四
）
に

小
笠
原
家
の
家
督
を
継
ぎ
、
元
文
五
年
（
一
七
四
〇
）
に
従
五
位
下
若
狭
守
に
叙
任

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
寛
政
元
年
に
家
斉
長
女
の
淑
姫
誕
生
に
際
し
、
魔
よ
け
の
弓

を
弾
く
蟇
目
役
を
務
め
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
彼
も
や
は
り
家
斉
の
側
近
で
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、
彼
は
こ
の
時
点
で
高
齢
で
あ
っ
た
た
め
、
こ
の
書
状

の
発
給
さ
れ
た
翌
年
の
寛
政
三
年
に
七
四
歳
で
没
し
て
い
る
。

　

最
後
に
、
治
宝
か
ら
鳥
居
丹
波
守
へ
の
お
礼
申
達
を
託
さ
れ
た
加
納
大
隅
守
は
、

『
和
歌
山
市
史
』
第
二
巻
に
よ
る
と⑧
、
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）
の
ロ
シ
ア
船
デ
ィ
ア

ナ
号
来
航
に
際
し
て
、
一
二
〇
八
人
を
率
い
て
毛
見
浦
か
ら
藤
代
北
境
の
警
備
に
当

た
っ
た
紀
州
藩
家
臣
加
納
平
次
右
衛
門
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
書
状
中
に
「
以
加
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納
大
隅
守
申
達
候
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
彼
は
、
十
月
一
日
に
治
宝
が
和
歌
山
で
発

給
し
た
書
状
を
確
認
し
た
う
え
で
お
礼
を
申
達
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
彼
は
こ
の
時
点
で
江
戸
詰
め
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
想

像
の
域
を
出
る
も
の
で
は
な
い
が
、
お
礼
申
達
を
行
っ
た
後
、
小
笠
原
家
に
こ
の
書
状

を
届
け
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
無
事
の
国
入
り
→
老
中
へ
の
お
礼
言
上
→

小
笠
原
家
へ
の
書
状
奉
呈
、
こ
の
順
序
は
決
し
て
前
後
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
あ

る
。
そ
れ
ゆ
え
、
加
納
大
隅
守
が
一
人
で
順
番
を
慎
重
に
意
識
し
て
行
っ
た
と
考
え

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

三
　
若
干
の
考
察

　
『
南
紀
徳
川
史
』
に
よ
る
と
、
治
宝
へ
の
賜
暇
の
仰
せ
出
で
が
あ
っ
た
九
月
十
六

日
、
治
宝
は
即
日
江
戸
城
に
登
城
し
て
、
お
礼
言
上
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、

天
明
二
年
に
国
入
り
の
た
め
の
賜
暇
を
賜
っ
た
治
貞
の
場
合
も
同
様
に
即
日
登
城
し

て
お
礼
言
上
を
し
て
お
り
、
即
日
お
礼
言
上
が
定
例
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る⑨
。

な
お
、『
南
紀
徳
川
史
』
に
よ
る
と
、
賜
暇
の
際
に
「
御
台
様
・
蓮
光
院
様
ヨ
リ
御
用

人
ヲ
以
テ
被
進
物
ア
リ
」
と
見
え
る
。

　
「
御
台
様
」
は
十
一
代
将
軍
家
斉
の
正
室
寔
子
で
あ
る
。
寔
子
は
薩
摩
藩
藩
主
島
津

重
豪
の
息
女
で
、
近
衛
家
に
養
女
と
し
て
入
っ
て
後
に
、
前
年
の
寛
政
元
年
に
正
室

と
し
て
迎
え
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、「
蓮
光
院
」
は
十
代
将
軍
家
治
の
側
室
で
、
か
れ

の
死
後
落
飾
し
た
智
保
の
方
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
注
目
す
べ
き
は
、
賜
暇
の
際
に

そ
れ
ぞ
れ
が
用
人
を
遣
わ
し
て
、
進
物
を
治
宝
に
贈
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
特
に
、

先
代
将
軍
の
側
室
で
あ
る
彼
女
が
、
御
三
家
当
主
の
賜
暇
に
な
に
ゆ
え
進
物
を
与
え

た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

家
治
に
は
正
室
と
二
人
の
側
室
が
い
た
。
閑
院
宮
家
か
ら
正
室
に
入
っ
た
五
十
宮

倫
子
女
王
は
明
和
八
年
に
す
で
に
没
し
て
い
る
。
ま
た
、
も
う
一
人
の
側
室
の
品
の

方
（
養
蓮
院
）
は
、
倫
子
女
王
の
付
き
人
と
し
て
江
戸
城
大
奥
に
入
っ
た
の
ち
家
治

の
側
室
と
な
っ
た
が
、
彼
女
も
安
永
八
年
（
一
七
七
九
）
に
没
し
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
先
代
将
軍
の
配
偶
者
と
し
て
は
、
こ
の
時
点
で
蓮
光
院
だ
け
が
健
在
で
あ
っ
た

こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
家
斉
は
先
代
将
軍
の
配
偶
者
を
公
的
な
場
に
関
わ

ら
せ
る
ほ
ど
厚
遇
し
て
い
た
と
評
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う⑩
。

　

家
斉
が
、
蓮
光
院
を
こ
れ
ほ
ど
厚
遇
し
た
背
景
に
は
、
彼
の
将
軍
襲
職
の
経
緯
が

大
き
く
影
響
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
先
に
み
た
よ
う
に
、
家
斉
は
家
治
世
子

の
家
基
の
急
逝
に
よ
っ
て
、
家
治
の
世
子
に
立
て
ら
れ
、
そ
の
後
将
軍
に
襲
職
で
き

た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
将
軍
在
職
中
の
家
斉
は
、
自
ら
家
基
の
墓
参
を
行
い
、

自
ら
が
墓
参
で
き
な
い
と
き
に
は
、
若
年
寄
を
代
参
さ
せ
て
い
た
。
そ
し
て
、
家
基

の
生
母
こ
そ
が
蓮
光
院
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
家
斉
の
家
基
へ
の
思
い
が
、

そ
の
生
母
を
厚
遇
し
た
要
因
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

次
に
注
目
す
べ
き
は
、
十
月
一
日
に
治
宝
が
発
給
し
た
書
状
の
内
容
を
確
認
し
た

う
え
で
、
加
納
大
隅
守
に
よ
っ
て
、
鳥
居
丹
波
守
に
申
達
さ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
で
は
、
い
つ
頃
小
笠
原
信
喜
の
手
元
に
こ
の
書
状
は
届
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
紀

州
和
歌
山
で
発
給
さ
れ
た
書
状
は
、
一
旦
紀
州
江
戸
屋
敷
に
送
ら
れ
た
こ
と
で
あ
ろ

う
。
そ
し
て
、
江
戸
詰
め
の
加
納
大
隅
守
の
手
に
よ
っ
て
小
笠
原
家
に
届
け
ら
れ
た

と
思
わ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
藩
主
の
手
紙
で
あ
る
か
ら
、
加
納
大
隅
守
は
、
書
状
が

江
戸
屋
敷
に
到
着
次
第
、
即
日
小
笠
原
家
に
届
け
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
う
な
る
と
、

問
題
は
い
つ
江
戸
屋
敷
に
こ
の
書
状
が
届
い
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
だ
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ろ
う
。

　

紀
州
と
江
戸
と
の
公
用
連
絡
は
、
そ
の
間
を
七
里
ご
と
に
伝
送
す
る
紀
州
藩
の
七

里
飛
脚
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
た
。『
南
紀
徳
川
史
』
に
よ
る
と
、
次
の
よ
う
に
記
さ

れ
て
い
る⑪
。

江
紀
奥
表
諸
局
の
通
信
の
公
文
を
郵
送
す
る
を
御
飛
脚
と
い
ふ
、
常
時
は
江
紀

共
一
ケ
月
三
回
つ
ゝ
発
送
、
江
戸
は
五
の
日
、
和
歌
山
は
十
の
日
、
道
中
八
日

に
致
着
、
三
つ
印
は
三
日
半
の
例
な
り
、

　

こ
れ
に
よ
る
と
、
江
戸
か
ら
和
歌
山
へ
は
毎
月
五
日
・
十
五
日
・
二
十
五
日
に
定

期
的
な
飛
脚
が
発
せ
ら
れ
て
い
た
。
逆
に
和
歌
山
か
ら
江
戸
へ
は
毎
月
十
日
・
二
十

日
・
三
十
日
に
定
期
的
な
飛
脚
が
発
せ
ら
れ
て
い
た
。
所
用
時
間
は
最
も
時
間
を
要

す
る
も
の
で
八
日
間
、
最
も
急
を
要
す
る
も
の
で
三
日
半
で
あ
っ
た
。
賜
暇
に
対
す

る
老
中
へ
の
お
礼
言
上
と
幕
閣
へ
の
礼
状
で
あ
る
か
ら
、
早
い
に
越
し
た
こ
と
は
な

か
っ
た
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
急
飛
脚
が
仕
立
て
ら
れ
、
三
日
半
で
江

戸
に
到
着
し
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

そ
れ
で
は
、
七
里
飛
脚
の
和
歌
山
出
発
は
何
時
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
和
歌
山
で

十
月
一
日
に
発
給
さ
れ
た
書
状
は
、
定
例
で
あ
れ
ば
十
月
十
日
に
和
歌
山
を
出
発
し

た
は
ず
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
三
日
半
を
要
し
て
十
月
十
四
日
昼
頃
に
江
戸
屋
敷

に
到
着
し
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
即
日
老
中
へ
の
御
礼
申
達
の
後
、
小

笠
原
家
に
届
け
ら
れ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
十
月
十
四
日
夕
刻
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
考

え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
、『
南
紀
徳
川
史
』
に
よ
る
と
、
月
三
回
の
飛
脚
は
「
常
時
は
」
と
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
定
例
の
月
三
回
の
飛
脚
以
外
に
、
臨
時
の
飛
脚
が

仕
立
て
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
も
の
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

幕
府
・
将
軍
と
御
三
家
で
あ
る
紀
州
徳
川
家
の
親
密
さ
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
に
も
、

こ
の
よ
う
な
場
合
、
臨
時
の
飛
脚
が
仕
立
て
ら
れ
た
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
だ
ろ
う
。

　

す
な
わ
ち
、
治
宝
が
こ
の
書
状
を
書
き
上
げ
た
と
同
時
に
臨
時
の
飛
脚
が
仕
立
て

ら
れ
、
三
日
半
を
要
し
た
と
す
る
な
ら
ば
十
月
四
日
中
に
は
紀
州
藩
江
戸
屋
敷
に
届

け
ら
れ
、
即
座
に
老
中
へ
の
お
礼
言
上
が
な
さ
れ
る
と
と
も
に
、
小
笠
原
家
に
介
達

さ
れ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
十
月
四
日
中
も
し
く
は
五
日
早
朝
に
届
け
ら
れ
た
と
み
る

こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
い
ず
れ
と
も
判
断
し
か
ね
る
が
、
両
様
の
可
能
性
を
指
摘
し

て
お
き
た
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
本
書
状
は
「
右
為
御
礼
、
御
老
中
迄
、
以
加
納
大
隅
守
申
達
候
付
」

と
あ
る
。
こ
こ
に
記
さ
れ
て
あ
る
「
老
中
」
は
、
紀
州
江
戸
屋
敷
ま
で
賜
暇
を
伝
え

て
く
れ
た
老
中
鳥
居
丹
波
守
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
で
は
、
そ
の

こ
と
を
な
に
ゆ
え
小
笠
原
若
狭
守
に
報
じ
る
必
要
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
先
述
の

如
く
鳥
居
丹
波
守
も
小
笠
原
若
狭
守
も
、
共
に
将
軍
家
斉
の
側
近
で
あ
る
。
し
か
し
、

老
中
へ
の
お
礼
申
達
の
こ
と
を
わ
ざ
わ
ざ
小
笠
原
若
狭
守
に
報
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
紀
州
徳
川
家
と
小
笠
原
家
と
の
間
に
、
何
ら
か
の
特
筆
す
べ
き
関

係
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
に
よ
る
と
、
小
笠
原
信
喜
は
、
紀
州
藩
家
臣
大
井
武
右
衛
門

政
周
の
男
子
と
し
て
生
ま
れ
て
お
り
、
母
も
紀
州
藩
家
臣
岡
村
伝
大
夫
定
猛
の
娘
で

あ
る
。
そ
の
彼
が
、
小
笠
原
信
盛
の
養
子
と
な
り
享
保
十
九
年
に
小
笠
原
家
を
相
続

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
彼
の
義
父
で
あ
る
小
笠
原
信
盛
は
、
や
は
り
『
寛
政

重
修
家
譜
』
に
よ
る
と
、「
紀
伊
家
に
お
い
て
有
徳
院
に
つ
か
へ
た
て
ま
つ
り
、
享
保

元
年
本
城
い
ら
せ
た
ま
ふ
の
と
き
、
し
た
が
ひ
た
て
ま
つ
り
」
と
あ
る⑫
。

　
「
有
徳
院
」
と
は
、
紀
州
藩
五
代
藩
主
で
の
ち
に
八
代
将
軍
と
な
っ
た
徳
川
吉
宗
の



三
一

院
号
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
小
笠
原
信
喜
の
実
の
両
親
が
紀
州
藩
の
家
臣
で
あ
る
ば

か
り
で
な
く
、
彼
の
義
父
の
信
盛
自
身
が
、
か
つ
て
紀
州
藩
士
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
信
盛
は
吉
宗
の
将
軍
襲
職
の
際
に
、
吉
宗
に
随
身
し
て
江
戸
城
に
入
り
、

以
後
幕
臣
と
な
っ
た
人
物
な
の
で
あ
る
。
小
笠
原
信
喜
の
血
縁
者
や
姻
族
が
紀
州
藩

に
は
こ
と
の
ほ
か
た
く
さ
ん
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
立
場
の
信
喜
は
、
江
戸

城
内
に
あ
っ
て
、
将
軍
や
老
中
を
は
じ
め
と
す
る
幕
閣
と
紀
州
藩
と
の
間
を
取
持
つ

人
物
と
し
て
は
、
格
好
の
存
在
で
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

徳
川
治
宝
が
寛
政
三
年
か
ら
文
化
三
年
ま
で
の
間
に
発
給
し
た
と
思
わ
れ
る
、
岩

本
内
膳
正
正
利
に
あ
て
た
書
状
が
あ
る
。
将
軍
家
斉
が
吉
宗
の
命
日
に
上
野
寛
永
寺

の
墓
所
に
参
詣
し
た
こ
と
を
機
に
、
岩
本
正
利
を
介
し
て
御
機
嫌
伺
を
行
っ
た
書
状

で
あ
る⑬
。
こ
の
岩
本
正
利
も
、『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
に
よ
る
と
、
本
来
紀
州
藩
士
で

あ
っ
た
が
、
吉
宗
の
将
軍
襲
職
に
際
し
て
、
随
身
し
て
江
戸
城
に
入
り
、
以
後
幕
臣

と
な
っ
た
人
物
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
例
を
見
る
と
、
吉
宗
以
後
の
江
戸
城
内
の
幕
閣
の
中
に
は
、
旧
紀
州

藩
士
が
か
な
り
お
り
、
紀
州
徳
川
家
と
将
軍
や
幕
閣
の
間
を
取
り
持
つ
立
場
の
人
物

が
存
在
し
て
い
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
よ
う
な
推
測

は
、
旧
紀
州
藩
士
の
幕
臣
と
紀
州
藩
主
の
交
信
例
を
、
さ
ら
に
積
み
重
ね
る
必
要
が

あ
る
だ
ろ
う
。

　

一
方
、
こ
の
よ
う
な
推
測
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
本
書
状
の
中
に
記
さ
れ
て
い
る

加
納
大
隅
守
の
存
在
に
も
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
先
述
の
如
く
、
加
納

大
隅
守
は
加
納
平
次
右
衛
門
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
紀
州
藩
初
代
藩
主
頼
宣
の
寵
臣

に
、
加
納
大
隅
守
平
次
右
衛
門
正
直
が
お
り⑭
、
同
じ
く
平
次
右
衛
門
を
名
乗
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
お
礼
申
達
を
行
っ
た
加
納
大
隅
守
は
こ
の
正
直
の
後
裔
で
あ
る
と
考

え
て
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
の
加
納
一
族
の
内
、
加
納
角
兵
衛
久
通
が
や
は
り
、
享
保
元
年
の

吉
宗
の
将
軍
襲
職
に
際
し
て
、
随
身
し
て
江
戸
城
に
入
り
、
以
後
幕
臣
と
な
っ
て
い

る⑮
。
し
か
も
、
久
通
は
吉
宗
の
お
側
衆
と
し
て
、
か
な
り
活
躍
し
た
こ
と
で
も
知
ら

れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
加
納
家
も
加
納
正
直
以
来
の
紀
州
藩
士
と
、
享
保
元
年
以

降
の
幕
臣
と
に
分
か
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
江
戸
と
和
歌
山
に
分
か
れ
た
両
家

と
も
、
同
族
で
あ
る
と
い
う
意
識
は
強
く
有
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
よ

う
な
加
納
大
隅
守
が
紀
州
藩
の
江
戸
詰
め
と
し
て
、
老
中
へ
の
申
達
役
を
任
せ
ら
れ

た
の
も
、
単
な
る
偶
然
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

お
わ
り
に

　

小
稿
は
、
個
人
所
蔵
の
徳
川
治
宝
書
状
小
笠
原
信
喜
宛
を
紹
介
し
た
。
ま
ず
、
書

状
を
翻
刻
し
、
そ
の
大
意
を
示
し
た
。
次
に
書
状
内
に
記
さ
れ
て
い
る
人
物
の
経
歴

を
紹
介
し
た
。
そ
の
結
果
、
本
書
状
は
、
紀
州
藩
主
徳
川
治
宝
が
、
上
使
鳥
居
丹
波

守
を
以
て
、
相
続
後
初
め
て
賜
暇
を
賜
り
、
初
国
入
り
出
来
た
こ
と
を
、
江
戸
詰
紀

州
藩
士
の
加
納
大
隅
守
を
使
い
と
し
て
、
老
中
鳥
居
丹
波
守
に
申
達
し
た
こ
と
を
、

小
笠
原
若
狭
守
に
報
じ
た
書
状
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
し
か
も
、
そ
の
発

給
時
期
は
寛
政
二
年
十
月
一
日
で
あ
っ
た
。

　

次
に
、
賜
暇
仰
せ
出
で
即
日
の
お
礼
言
上
が
、
他
の
例
と
比
較
し
て
定
例
の
こ
と

で
あ
っ
た
と
指
摘
し
た
。
ま
た
、
そ
の
時
に
際
し
て
先
代
将
軍
の
側
室
が
、
治
宝
に

進
物
を
贈
っ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
将
軍
家
斉
は
先
代
の
配

偶
者
を
公
的
な
場
に
出
す
ほ
ど
に
厚
遇
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
さ
ら
に
、『
南
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紀
徳
川
史
』
の
七
里
飛
脚
の
記
述
か
ら
、
江
戸
と
和
歌
山
の
連
絡
手
段
の
具
体
的
日

程
を
指
摘
し
た
。

　

最
後
に
、
本
書
状
に
登
場
す
る
小
笠
原
家
と
加
納
家
の
系
譜
を
『
寛
政
重
修
諸
家

譜
』
及
び
『
南
紀
徳
川
史
』
名
臣
伝
の
記
述
か
ら
確
認
し
た
。
そ
の
結
果
、
幕
臣
小

笠
原
家
は
紀
州
藩
五
代
藩
主
吉
宗
が
、
八
代
将
軍
を
襲
職
す
る
際
に
、
幕
臣
と
な
っ

た
家
柄
で
、
小
笠
原
信
喜
自
身
が
血
族
や
姻
族
を
紀
州
藩
内
に
多
く
有
す
る
人
物
で

あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
一
方
、
紀
州
藩
士
加
納
家
も
、
そ
の
一
族
の
加
納
久
通
が

吉
宗
の
将
軍
襲
職
に
際
し
幕
臣
と
な
っ
て
お
り
、
加
納
平
次
右
衛
門
に
も
幕
臣
内
部

に
血
族
や
姻
族
の
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。

　

吉
宗
の
将
軍
襲
職
に
伴
う
こ
の
よ
う
な
例
は
、
他
の
御
三
家
に
は
見
ら
れ
な
い
紀

州
藩
の
極
め
て
特
殊
な
例
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
こ
の
よ
う
な
血
族
・
姻

族
関
係
が
、
江
戸
時
代
後
期
の
紀
州
藩
と
幕
府
将
軍
・
幕
閣
と
の
関
係
に
、
ど
れ
ほ

ど
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
か
に
つ
い
て
は
、
今
後
こ
の
よ
う
な
例
を
精
査
す
る
必

要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
書
状
の
発
給
か
ら
約
五
十
年
後
、
病
弱
な
十
三
代
将
軍
家
定
の

後
継
を
め
ぐ
っ
て
、
激
し
い
葛
藤
が
演
じ
ら
れ
る
。
紀
州
藩
主
慶
福
（
家
茂
）
を
推

挙
す
る
南
紀
派
と
、
水
戸
出
身
の
一
橋
慶
喜
を
推
挙
す
る
水
戸
派
が
、
十
四
代
将
軍

の
座
を
め
ぐ
っ
て
、
激
し
く
た
た
か
う
こ
と
に
な
る⑯
。
南
紀
派
の
代
表
格
は
彦
根
藩

主
で
、
の
ち
に
大
老
と
な
る
井
伊
直
弼
や
、
紀
州
藩
付
家
老
新
宮
城
主
の
水
野
忠
央

が
こ
れ
ま
で
注
目
さ
れ
て
き
た
。
小
稿
で
推
測
し
た
よ
う
な
問
題
が
的
を
射
た
も
の

で
あ
っ
た
と
し
た
な
ら
ば
、
幕
府
内
に
存
在
す
る
旧
紀
州
藩
士
の
系
譜
を
ひ
く
幕
臣

た
ち
が
、
ど
の
よ
う
に
立
ち
居
ふ
る
ま
っ
た
か
も
興
味
あ
る
問
題
で
あ
ろ
う
。

【
注
】

①　

和
歌
山
市
立
博
物
館
所
蔵
「
徳
川
治
宝
書
状　

岩
本
内
膳
正
宛
」（
拙
稿
「
徳
川
光
貞

と
徳
川
治
宝
の
手
紙
」、
和
歌
山
市
立
博
物
館
『
研
究
紀
要
』
九
、
一
九
九
〇
、
の
ち

『
近
世
紀
州
文
化
史
雑
考
』、
雄
山
閣
、
二
〇
一
四
）
の
署
名
及
び
花
押
と
比
較
し
た
が
、

同
筆
と
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

②　

徳
川
治
宝
の
生
涯
に
つ
い
て
は
、『
南
紀
徳
川
史
』
瞬
恭
公
伝
に
よ
る
。

③　

華
岡
青
洲
の
紀
州
藩
召
抱
え
に
つ
い
て
は
、
森
慶
三
・
市
原
硬
・
竹
林
弘
『
医
聖　

華

岡
青
洲
』（
医
聖
華
岡
青
洲
顕
彰
会
、
一
九
六
四
）
に
詳
し
い
。

④　

拙
稿
「
本
居
宣
長
紀
州
藩
召
抱
え
前
史
」（
和
歌
山
市
立
博
物
館
『
研
究
紀
要
』
二

六
，
二
〇
〇
二
、
の
ち
『
近
世
紀
州
文
化
史
雑
考
』（
前
掲
注
①
）
に
詳
し
い
。

⑤　
『
徳
川
実
記
』
同
日
条
に
は
、「
紀
伊
宰
相
治
宝
卿
の
も
と
へ
鳥
居
丹
波
守
忠
意
御
使

と
し
て
、
初
め
て
就
封
の
御
暇
給
ひ
、
銀
百
枚
・
巻
物
を
お
く
ら
せ
ら
る
、
よ
て
ま
う

の
ぼ
ら
れ
て
御
対
面
あ
り
、
御
鷹
・
御
馬
・
御
刀
を
給
ひ
て
饗
せ
ら
る
」
と
あ
る
。

⑥　
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
平
氏
支
流
鳥
居
家
に
よ
る
。

⑦　
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
清
和
源
氏
義
光
流
に
よ
る
。

⑧　
『
和
歌
山
市
史
』
第
二
巻
（
和
歌
山
市
、
一
九
八
四
）
に
よ
る
。

⑨　

拙
稿
「
徳
川
重
倫
書
状　

牧
野
越
中
守
宛
」（
和
歌
山
市
立
博
物
館
『
研
究
紀
要
』
一

八
、
二
〇
〇
四
、
の
ち
『
近
世
紀
州
文
化
史
雑
考
』
前
掲
注
①
）

⑩　

紀
州
藩
七
代
藩
主
宗
将
の
側
室
で
、
八
代
藩
主
重
倫
の
生
母
清
信
院
は
、
宗
将
薨
去

と
と
も
に
紀
州
藩
江
戸
屋
敷
か
ら
和
歌
山
城
内
に
居
を
移
し
た
。
し
か
し
、
実
子
重
倫

の
隠
居
と
そ
の
養
子
治
貞
の
襲
職
に
伴
い
、
和
歌
山
城
外
の
吹
上
御
殿
に
居
を
移
し
て

い
る
。
蓮
光
院
の
扱
い
は
こ
れ
に
比
し
て
も
厚
遇
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
清

信
院
の
居
を
移
す
過
程
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
本
居
宣
長
紀
州
藩
召
抱
え
前
史
」（
前
掲

注
③
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

⑪　
『
南
紀
徳
川
史
』
七
里
之
者
の
項
に
よ
る
。
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⑫　
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』（
前
掲
注
⑥
）
に
よ
る
。

⑬　

拙
稿
「
徳
川
光
貞
と
徳
川
治
宝
の
手
紙
」（
前
掲
注
①
）

⑭　
『
南
紀
徳
川
史
』
名
臣
伝
の
加
納
大
隅
守
政
直
の
項
に
よ
る
と
、「
直
恒
惣
領
、
始
数

馬
、
又
平
次
右
衛
門
」
と
あ
り
、「
慶
安
二
己
丑
年
、
部
屋
住
ニ
テ
南
龍
院
様
へ
被
召

出
、
御
合
力
米
八
十
石
被
下
、
後
大
番
頭
與
頭
御
切
米
弐
百
石
ニ
御
加
増
、
依
命
平
次

右
衛
門
ト
改
、
寛
文
七
年
丁
未
年
七
月
十
五
日
、
父
五
郎
左
衛
門
家
督
、
知
行
弐
千
石

被
下
、
後
御
家
老
加
判
之
列
四
千
石
ニ
御
加
増
」
と
あ
る
。

⑮　
『
南
紀
徳
川
史
』
名
臣
伝
の
加
納
角
兵
衛
久
通
の
項
に
よ
る
と
、「
貞
享
五
年
辰
年
養

父
家
督
知
行
弐
百
国
相
続
、
後
追
々
昇
進
大
番
頭
御
用
役
千
石
ニ
被
仰
付
、
正
徳
六
年

江
戸
在
勤
之
処
、
四
月
晦
日
有
徳
院
様
公
儀
御
相
続
之
砌
、
有
馬
四
郎
右
衛
門
ト
共
ニ

御
供
ニ
被
召
連
、
御
側
被
仰
付
」
と
あ
る
。

⑯　

水
戸
派
と
南
紀
派
の
激
し
い
抗
争
に
つ
い
て
は
、『
和
歌
山
県
史
』
近
世
第
八
章
一
節

「
将
軍
継
嗣
問
題
と
南
紀
派
」
に
概
略
が
示
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、
南
紀
派
と
し
て
井
伊

直
弼
の
下
で
活
躍
し
た
長
野
主
膳
に
つ
い
て
は
、「
紀
州
藩
と
縁
が
深
か
っ
た
」
と
の
指

摘
が
あ
る
。
今
後
、
旧
紀
州
藩
士
の
幕
閣
の
動
き
を
視
野
に
入
れ
た
考
察
が
必
要
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る
。




